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Ⅰ インフラメンテナンス国民会議設立の背景

〇戦略的な維持管理・更新を行っていくための課題
・厳しい財政状況における維持管理・更新に係る予算の確保
・保有量、老朽化度合い等の把握
・大部分の社会資本を管理している地方公共団体における職員の不足
・維持管理・更新を支える建設業等のメンテナンス産業の更なる活性化
・地域の担い手の確保

▼社会資本の維持管理・更新費の将来推計

年度 維持管理・更新費（推計）

2013

年度
約３．６兆円

2023

年度
約４．３～５．１兆円

2033

年度
約４．６～５．５兆円

（※出典：国土交通白書２０１５）

▼維持管理・更新を担当する職員数

⇒政府は、社会全体として、この課題に取組む
プラットフォームの創出が必要と判断
国土交通省が主導し、国民会議設立へ

▼国民意識調査の結果（インターネットアンケート）
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Ⅱ 設立・組織体制

↑インフラメンテナンス国民会議北海道フォーラム設立記念講演会より
（2018.8.22＠北海道大学）

２０１８年３月２７日に、インフラメンテナンス国民会議の地方フォーラムとし

て、正式に位置づけられ、「インフラメンテナンス国民会議北海道フォーラム」が

設立された。

北海道フォーラムは、メンテナンス分野に関心のある２３の企業・団体が参画し、

北海道におけるインフラメンテナンスの課題解決の後押し等に取り組んでいる。

北海道大学大学院工学研究院
横田 弘 教授

北海道フォーラム・リーダー

・このフォーラムで皆さんが連携して北海道のインフラの将来像を考えていきたい。

・インフラメンテナンスに関する北海道特有の課題の解決に向けた技術開発などに取り
組みたいと考えている。
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北海道フォーラム 設立までの歩み

平成24年 7月25日 国土交通大臣から社会資本整備審議会会長及び交通政策審議会会長あて
「今後の社会資本の維持管理・更新のあり方について」の諮問

平成24年 7月31日 第９回社会資本整備審議会・交通政策審議会技術分科会技術部会
社会資本メンテナンス戦略小委員会の設置

平成24年12月 2日 中央自動車道笹子トンネル天井板落下事故

平成25年 「社会資本メンテナンス元年」として位置付け

平成25年 1月30日 社会資本メンテナンス戦略小委員会緊急提言
「本格的なメンテナンス時代に向けたインフラ政策の総合的な充実
～キックオフ「メンテナンス政策元年」～」（大臣への手交）

平成25年10月 4日 インフラ老朽化対策の推進に関する関係省庁連絡会議設置
平成26年 5月21日 社会資本の老朽化対策会議

「国土交通省インフラ長寿命化計画（行動計画）」決定
平成27年 6月30日 「日本再興戦略改訂2015-未来への投資・生産性革命-」閣議決定

インフラメンテナンス国民会議（仮称）の設立位置付け
平成28年 6月 2日 「日本再興戦略2016-第４次産業革命に向けて-」閣議決定

インフラメンテナンス国民会議（仮称）の設置位置付け

平成28年11月28日 インフラメンテナンス国民会議設立

平成29年10月 2日 北海道メンテナンスフォーラム（仮称）参画企業・団体公募
平成29年12月26日 北海道メンテナンスフォーラム（仮称）第１回準備会
平成30年 1月15日 北海道メンテナンスフォーラム（仮称）第２回準備会

平成30年 3月 2日 北海道メンテナンスフォーラム（仮称）発足会議（荒天のため中止）
メール等で対応

平成30年 3月20日 インフラメンテナンス国民会議北海道フォーラム公認申請

平成30年 3月27日 インフラメンテナンス国民会議北海道フォーラム設立

↑第１回準備会
（2017.12.26＠北海道開発局）

↑第２回準備会
（2018.1.15＠北海道開発局）
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北海道フォーラム 推進体制①
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北海道フォーラム 推進体制②

北海道フォーラムは、当面、フォーラムリーダー、企画委員長ほか、２３の企

業・団体が、それぞれ５つの分野と３つの担当に分かれて活動を推進。

全体の運営ルールの策定や活動方針、具体のイベント企画などを検討。

総括
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■フォーラムリーダー 北海道大学大学院工学研究院 横田 弘 教授
■企画委員長 （一社）北海道建設業協会 栗田 悟 副会長

北海道フォーラム代表者会議

【組織体制】
・フォーラムリーダー、企画委員長 総括担当委員、企画担当委員

【決定事項】
■フォーラム全体の活動方針や運営に関すること

・周知活動方法・活動計画・活動報告など

総括担当・企画担当会議

【組織体制】
・総括担当委員、企画担当委員

【決定事項】
■フォーラム企画（開催スケジュール、テーマ設定）■記録■広報（案）

グループ会議

①道路構造物 ②その他構造物 ③舗装 ④施設・住宅 ⑤自治体支援

【組織体制】・各企画委員・各委員

【打ち合わせ事項】
■ニーズ、シーズを踏まえた具体的な活動内容の検討
■新たなニーズ、シーズ発掘の必要性検討
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北海道フォーラムの目的

インフラメンテナンス国民会議の目的
・革新的技術の発掘と社会実装
・企業等の連携の促進
・地方自治体への支援
・インフラメンテナンスの理念の普及
・インフラメンテナンスへの市民参画の推進

北海道フォーラムが目指す姿
～産学官民の技術や知恵を総動員するプラットフォーム～
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